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ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
学
生
日
本
語
コ
ン
テ
ス
ト
も
今
年
で
六
回
目
を
迎
え
ま
す
。
当
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
エ
ッ
セ

イ
部
門
と
ス
ピ
ー
チ
部
門
の
二
部
門
か
ら
な
り
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
域
で
日
本
語
を
学
習
す
る
大
学
生
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
学
習
者
の
皆
様
に
日
頃
の
学
習
成
果
の
発
表
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
日
本
に
つ
い
て

よ
り
一
層
知
っ
て
頂
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
、
エ
ッ
セ
イ
部
門
は
四
十
五
作
品
、
ス
ピ
ー
チ
部
門
に
は
二
十
五
作
品
の
参
加
を
得
ま
し
た
。
エ
ッ
セ
イ
部
門

で
は
、
「
私
の
日
本
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
と
こ
ろ
、
お
節
料
理
、
白
黒
映
画
や
日
本
に
行
っ
た
思
い
出
、
日
本
に
興
味

を
持
っ
た
き
っ
か
け
な
ど
、
自
ら
の
経
験
等
に
基
づ
い
た
様
々
な
視
点
か
ら
述
べ
ら
れ
た
甲
乙
つ
け
が
た
い
作
品
が
集

ま
り
ま
し
た
。
ど
の
作
品
か
ら
も
、
日
本
へ
の
思
い
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
チ
部
門
で
は
、
日
本
語
に
つ

い
て
だ
け
で
な
く
、
太
宰
治
、
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
、
プ
ロ
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
―
な
ど
、
様
々
な
内
容
の
原
稿
が
集
ま
り
、

こ
ち
ら
も
原
稿
を
見
た
限
り
で
は
甲
乙
つ
け
が
た
く
、
ス
ピ
ー
チ
が
楽
し
み
で
な
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
エ
ッ
セ
イ
部
門
入
賞
作
品
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、
本
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て
日
本
語
教
育

関
係
者
や
一
般
の
方
々
に
も
知
っ
て
頂
く
た
め
に
本
小
冊
子
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
小
冊
子
が
日
本
語
学
習
者
の
刺

激
と
な
り
、
次
回
日
本
語
コ
ン
テ
ス
ト
に
よ
り
多
く
の
参
加
者
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
審
査
員
の
方
々
、
賞
品
を
ご
提
供
下
さ
い
ま
し
た
企
業
・

団
体
の
方
々
の
ご
協
力
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成
二
十
八
年
四
月 

在
ボ
ス
ト
ン
日
本
国
総
領
事 

 

 
 
 

姫
野 

勉 
 



   

 

 
 
 

第６回日本語コンテストプログラム 

平成 28年 4月 9日（土） 1時より 

 

 

 

１．開会の辞       

２．挨拶    在ボストン日本国総領事館総領事  姫野 勉 

３．審査員紹介  

       

４．スピーチ 中級の部             
(1) Amal Lajami Northeastern University ちびまる子ちゃんの魅力 

(2)  Xiangyu Zhang Mount Holyoke College 癒しの教室から見る東アジア 

(3) Yiwei Ellen Wang Boston College 「日本の小説」が私に教えてくれること 

(4) Yeojin Kim Mount Holyoke College ＜朝鮮語＞に悵然後、＜韓国＞に 

勧告！？：言葉選びの難しさ 

(5) Rita Ding Brown University 一番大切な贈り物 

(6) TBA    
 

 

 

５．スピーチ 上級の部 

(1) Xiou Wang Brandeis University 「美しい風景」が国を「造る」 

(2) Amy Hoang Boston University 閉ざされた日本の音楽 

(3) David M. Anderson Middlebury College 日本語の実力にはからくりがある 

(4) Sungik Yang Harvard University 暗いところで会った明るい日本語 

(5) Linda Shuying Xu Mount Holyoke College 憧れの職業は、プロユーチューバー 

(6) TBA     
 

 

６．エッセイ部門入賞者への賞状・副賞授与 

７．スピーチ部門審査講評および結果発表   

在ボストン日本国総領事館首席領事  薄井 次郎 

８．入賞者への賞状・副賞授与                               

９．レセプション                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              
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査
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イ
部
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作
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貴
志 

 
 
 
 
 
 

講
談
社
Ｕ
Ｓ
Ａ 

Ｃ
Ｏ
Ｏ 

セ
イ
ヤ
ー 

桂
子 

 

ボ
ス
ト
ン
日
本
協
会
理
事 

園
田 
耕
司 

 

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
日
米
プ
ロ
グ
ラ
ム
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
（
朝
日
新
聞
記
者
） 

森
田 
喜
代
子 

 
  

タ
フ
ツ
大
学
日
本
学
科
日
本
語
講
師 

 

薄
井 

次
郎 

 
 
 
 

在
ボ
ス
ト
ン
日
本
国
総
領
事
館
首
席
領
事 

 

安
仁
屋 

賢 
 
 
 
 

在
ボ
ス
ト
ン
日
本
国
総
領
事
館
領
事 

審
査
員 

ス
ピ
ー
チ
部
門 

井
熊 

康
之 

 
 
 
 
 
 
 

 

昭
和
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当 

 

グ
ラ
ハ
ム 

智
子 

 
 
 

ノ
ー
ブ
ル
・
ア
ン
ド
・
グ
リ
ー
ノ
ー
・
ス
ク
ー
ル
日
本
語
教
師 

作
田 

貴
志 

 
 
 
 
 
 

講
談
社
Ｕ
Ｓ
Ａ 

Ｃ
Ｏ
Ｏ 

 

杉
本 

康
士 

 

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
日
米
プ
ロ
グ
ラ
ム
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
（
産
経
新
聞
記
者
） 

薄
井 

次
郎 

 
 

在
ボ
ス
ト
ン
日
本
国
総
領
事
館
首
席
領
事 

若
林 

太
一 

 
 
 
 
 
 
 

ボ
ス
ト
ン
日
本
協
会
常
任
理
事 

 

高
安 

啓
子
（
予
選
） 
 
 
 

ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
教
師 

福
山 

亜
希
（
予
選
） 

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
日
米
プ
ロ
グ
ラ
ム
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
（
朝
日
新
聞
記
者
） 

ホ
ー
マ
ン 

道
子
（
予
選
） 

ボ
ス
ト
ン
ラ
テ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
日
本
語
教
師 

松
村 

さ
と
み
（
予
選
） 

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
元
日
本
語
上
級
講
師 

出
場
者
の
大
学
の
日
本
語
教
師
（
自
校
学
生
以
外
を
審
査
） 

 

ご
協
力
頂
い
た
企
業
・
団
体 

 

講
談
社
Ｕ
Ｓ
Ａ
、 

松
栄
堂
、 

ボ
ス
ト
ン
・
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス 

 
 
 
 
  

 
 
  

 
 

 
 

 

（
全
五
十
音
順
）



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

エッセイ部門入賞者 

Award Winners 

 

初級レベル Beginner Division 

一位  1
st
 Place 

Xueying Xu  Mount Holyoke College 

二位  2
nd

 Place 

Jiadong (Grace)  Li  Boston College 

三位  3
rd

 Place 

Soo Jin Choi  Boston College 

 

中級レベル Intermediate Division 

一位  1
st
 Place 

Tossapol Pholcharee   Bowdoin College 

二位  2
nd

 Place 

Weijia “Vicky” Shen  Boston College 

三位  3
rd

 Place 

Claudia Knox  Bowdoin College 

 

上級レベル Advanced  Division 

一位  1
st
 Place 

Melissa Miura   Bowdoin College 

二位  2
nd

 Place 

Hui Cao  Bowdoin College  

三位  3
rd

 Place 

Ji Hye Kang  Boston College 

 

 



   

初
級
レ
ベ
ル 

一
位 

目
で
食
べ
る
日
本
の
春
の
味 

 

シ
ュ
ー 

シ
ュ
エ
イ
ン 

 

春
。
日
本
で
は
、
桜
で
す
ね
。
色
々
な
桜
の
お
菓
子
も
あ
っ

て
、
人
々
は
「
春
の
味
」
を
楽
し
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

私
は
日
本
に
行
っ
た
こ
と
も
、
桜
の
和
菓
子
を
食
べ
た
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
よ
く
和
菓
子
の
写
真
を
見
て
、
そ
の

味
を
想
像
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
「
目
で
食
べ
て
い
る
」
の

で
す
。 

私
が
一
番
食
べ
て
み
た
い
の
は
桜
餅
で
す
。
い
つ
も 

「
こ

れ
は
ど
ん
な
味
な
ん
だ
ろ
う
」 

と
思
い
ま
す
。
餡
は
甘
く
て
、

葉
は
ち
ょ
っ
と
し
ょ
っ
ぱ
い
で
す
か
。
桜
の
葉
を
お
餅
の
餡
と

一
緒
に
口
に
入
れ
た
瞬
間
、
ど
ん
な
味
が
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

私
の
故
郷
は
中
国
の
蘇
州
で
す
。
蘇
州
人
は
甘
い
も
の
が
好

き
で
、
「
梅
花
糕
」
と
い
う
伝
統
菓
子
が
有
名
で
す
。
こ
れ
も

花
の
名
前
に
ち
な
ん
だ
美
味
し
い
お
菓
子
で
す
が
、
花
の
イ
メ

ー
ジ
で
は
な
い
の
で
、
目
で
味
わ
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私

は
時
々
「
京
都
の
菓
子
職
人
さ
ん
だ
っ
た
ら
、
こ
の
お
菓
子
を

ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
の
か
な
」
と
想
像
し
ま
す
。
そ
れ
は
、

毎
日
理
系
の
ク
ラ
ス
で
数
字
を
追
い
か
け
て
い
る
私
が
、
一
番

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。 

 



   

初
級
レ
ベ
ル 

二
位 

私
の
好
き
な
日
本
の
も
の 

 

ジ
ァ
ド
ン 

グ
レ
ー
ス 

リ
ー 

 

私
の
好
き
な
日
本
の
も
の
は
赤
い
箱
の
せ
っ
け
ん
で
す
。 

こ
ど
も
の
時
、
毎
晩
、
母
は
ミ
ル
ク
を
私
の
部
屋
に
も
っ
て

来
ま
し
た
。
母
は
や
さ
し
い
人
で
す
。
こ
の
ミ
ル
ク
で
、
私
は

よ
く
ね
ま
し
た
。 

だ
か
ら
、
ミ
ル
ク
の
香
り
が
特
别
で
す
。 

高
校
の
時
、
私
は
北
京
に
一
人
で
住
ん
で
い
ま
し
た
。
私
の

父
と
母
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
た
ら
い
て
い
ま
し
た
か
ら
。

私
の
高
校
の
生
活
は
忙
し
く
て
、
そ
し
て
さ
び
し
か
っ
た
で
す
。

た
く
さ
ん
の
宿
題
が
あ
り
ま
し
た
。
ひ
ま
な
時
、
私
は
父
と
母

を
思
い
ま
し
た
。
父
と
母
も
忙
し
か
っ
た
か
ら
、
あ
ま
り
電
話

を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

あ
る
日
、
私
は
デ
パ
ー
ト
で
買
い
も
の
を
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
デ
パ
ー
ト
で
赤
い
箱
の
せ
っ
け
ん
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
と
て
も
き
れ
い
な
箱
で
し
た
。
私
は
せ
っ
け
ん
の
箱
を

近
く
で
よ
く
見
ま
し
た
。
赤
い
箱
の
せ
っ
け
ん
は
ミ
ル
ク
の
香

り
が
し
ま
し
た
。 

そ
の
香
り
が
大
好
き
で
し
た
か
ら
、
そ
の

せ
っ
け
ん
を
買
い
ま
し
た
。
そ
の
ミ
ル
ク
の
香
り
は
、
母
の
香

り
で
し
た
。
母
は
私
の
隣
に
い
な
か
っ
た
け
ど
、
こ
の
せ
っ
け

ん
が
私
の
母
で
し
た
。 

   
 



   

初
級
レ
ベ
ル 

三
位 

は
ん
て
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 

ス
ー
ジ 

チ
ョ
イ 

 

私
は
日
本
の
は
ん
て
ん
が
好
き
で
す
。
東
京
に
住
ん
で
い
る

兄
か
ら
去
年
も
ら
い
ま
し
た
。
は
ん
て
ん
が
好
き
な
理
由
は
二

つ
で
す
。 

一
つ
は
、
は
ん
て
ん
の
上
着
の
機
能
が
い
い
で
す
。
と
て
も

温
か
く
て
、
フ
ワ
フ
ワ
で
す
。
ル
ー
ス
フ
ィ
ッ
ト
だ
か
ら
ど
ん

な
ふ
く
の
上
に
も
着
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
太
っ
て
い
る
寒
い

き
せ
つ
に
便
利
で
す
。
肌
ざ
わ
り
と
温
か
い
こ
と
と
、
よ
く
フ

ィ
ッ
ト
す
る
か
ら
寒
い
天
気
の
日
に
家
の
中
で
着
る
の
に
い

い
で
す
。 

次
は
文
化
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
で
も
は
ん
て
ん
を
よ
く
見
ま
す

が
、
そ
れ
は
今
も
み
ん
な
が
は
ん
て
ん
を
着
て
い
る
か
ら
で
す
。

子
供
の
時
か
ら
伝
統
が
生
活
の
一
つ
に
な
っ
て
、
守
っ
て
い
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。
伝
統
を
大
切
に
考
え
る
こ
と
と
、
そ
れ
を

守
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
で
す
。
そ
れ
は
は
ん
て
ん
が
、
た
だ

の
上
着
じ
ゃ
な
く
て
、
す
ば
ら
し
い
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。 

外
国
人
は
、
は
ん
て
ん
か
ら
色
ん
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
は
ん
て
ん
は
面
白
く
て
、
特
別
な
物
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
は
ん
て
ん
の
機
能
と
そ
の
文
化
か
ら
、
私
は
は
ん
て
ん

が
好
き
で
す
。 

  
 



   

中
級
レ
ベ
ル 

 

一
位 

刀 
    

 
 
 
 
 

ト
ッ
サ
ポ
ン 

ポ
ン
チ
ャ
リ 

 
刀
は
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
日
本
だ
っ
た
。
初
め
て
日
本
の
刀
を

見
た
の
は
『
キ
ル
・
ビ
ル
』
と
い
う
映
画
だ
っ
た
。
私
は
タ
イ
人
で
、

子
供
の
時
は
ま
だ
日
本
の
文
化
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、
「
な
ん
て
す

ご
い
剣
な
ん
だ
。
そ
れ
に
す
ご
く
き
れ
い
だ
ぞ
」
と
思
っ
た
。
映
画

の
中
で
主
人
公
は
、
細
い
刀
を
操
り
な
が
ら
、
す
ご
い
ア
ク
シ
ョ
ン

で
相
手
を
倒
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
映
画
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ

が
、
私
に
強
い
印
象
を
与
え
た
。
剣
が
好
き
で
、
他
の
色
々
な
剣
は

見
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
刀
は
そ
れ
ま
で
見
た
剣
と
は
全
然
違
っ
て

い
た
。
ま
ず
、
軽
そ
う
で
、
強
い
。
そ
し
て
、
形
と
刃
紋
が
と
て
も

ユ
ニ
ー
ク
で
、
本
当
に
き
れ
い
だ
と
思
っ
た
。 

 

そ
れ
か
ら
、
私
は
刀
に
強
い
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
、
色
々

調
べ
て
み
た
。
あ
る
ビ
デ
オ
で
は
、
刀
で
金
属
の
鎧
と
弾
丸
を
切
っ

て
い
る
の
を
見
た
。
強
そ
う
だ
と
は
思
っ
て
い
た
が
、
私
は
そ
の
強

さ
に
驚
い
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
刀
を
作
る
の
は
難
し
く
て
、
時
間

も
た
く
さ
ん
か
か
る
と
い
う
こ
と
も
分
か
っ
た
。
刀
は
強
い
が
、
同

時
に
と
て
も
美
し
い
。
私
は
こ
の
こ
と
に
び
っ
く
り
し
て
し
ま
っ
た
。

刀
は
強
い
武
器
だ
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
芸
術
で
も
あ
る

の
だ
と
思
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
美
し
い
刀
を
作
れ
る
の
で
、
刀
鍛
冶

は
芸
術
家
だ
と
思
っ
た
。 

 

そ
し
て
、
侍
に
つ
い
て
も
興
味
が
出
て
き
て
、
色
々
調
べ
て
、
小

説
も
何
冊
か
読
ん
だ
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
侍
は
、
強
く
な
る
た
め
に

厳
し
い
武
術
の
練
習
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
同

時
に
、
侍
は
お
寺
で
瞑
想
を
学
ん
だ
り
、
茶
道
を
学
ん
だ
り
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
侍
は
強
い
戦
士
だ
っ
た
が
、
生
活
の
中
に
平

和
が
あ
っ
た
。 

私
は
刀
と
侍
は
似
て
い
る
と
思
っ
た
。
刀
は
強
力
な
剣
だ
が
、
美

し
さ
を
持
っ
て
い
る
。
侍
も
強
い
戦
士
だ
が
、
心
に
平
和
を
持
っ
て

い
た
。
強
さ
と
美
し
さ
、
強
さ
と
平
和
は
、
全
然
関
係
が
な
さ
そ
う

だ
。
だ
が
、
日
本
の
文
化
の
中
で
は
一
つ
の
物
の
中
に
あ
る
。
私
は

こ
れ
に
感
銘
を
受
け
て
、
刀
と
侍
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
他
の
文

化
に
つ
い
て
も
、
も
っ
と
勉
強
が
し
た
く
な
っ
た
。
今
、
大
学
で
日

本
語
と
禅
な
ど
の
日
本
文
化
を
勉
強
し
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
も

っ
と
勉
強
を
続
け
た
い
と
思
う
。 
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ン 

 
二
年
前
、
私
は
日
本
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
時
、

私
は
ぜ
ん
ぜ
ん
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
ど
う
し
て
私
の
友
達
が
日
本

が
好
き
な
の
か
を
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
ア
ジ
ア
の
歴
史
を
勉
強
し

始
め
、
日
本
と
中
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
不
平
等
条
約
に
つ
い
て
も
習
っ

た
。
私
は
中
国
の
出
身
だ
か
ら
、
い
つ
も
自
分
で
ど
う
し
て
中
国
は

で
き
な
か
っ
た
の
に
日
本
は
近
代
化
が
で
き
た
の
か
が
疑
問
だ
っ
た
。  

日
本
の
歴
史
を
勉
強
す
る
前
は
、
私
は
「
謙
虚
」
の
意
味
が
あ
ま

り
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
四
年
間
ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
謙

虚
は
好
く
な
い
言
葉
だ
と
思
っ
て
い
た
。
謙
虚
す
ぎ
る
人
は
、
自
分

の
能
力
に
自
信
が
な
い
人
だ
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
の
歴

史
の
学
習
が
私
に
謙
虚
の
新
し
い
意
味
を
教
え
て
く
れ
た
。
明
治
維

新
期
の
岩
倉
使
節
団
は
外
国
留
学
で
西
洋
諸
国
を
視
察
し
、
西
洋
の

優
れ
た
点
を
素
直
に
日
本
に
伝
え
た
。
謙
虚
な
態
度
が
あ
っ
た
の
で
、

自
分
た
ち
の
弱
さ
を
認
め
、
そ
れ
を
直
せ
た
。
そ
れ
は
日
本
の
謙
虚

さ
の
代
表
だ
と
思
っ
た
。 

 

初
め
て
日
本
の
旅
行
中
に
も
、
こ
の
謙
虚
な
文
化
に
触
れ
た
。
大

阪
で
二
人
の
日
本
人
医
学
生
に
会
っ
た
。
彼
ら
と
太
平
洋
戦
争
に
つ

い
て
話
し
た
。
彼
ら
は
私
の
日
本
の
歴
史
に
対
す
る
見
解
を
聞
い
て

く
れ
て
、
時
々
質
問
も
し
た
。
彼
ら
は
日
本
人
だ
か
ら
、
も
ち
ろ
ん

も
っ
と
日
本
の
歴
史
と
文
化
を
知
っ
て
い
た
。
で
も
、
い
つ
も
謙
虚

に
私
の
歴
史
の
ク
ラ
ス
で
習
っ
た
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、

日
本
は
小
さ
い
国
な
の
で
、
い
つ
も
そ
の
悪
い
点
を
見
つ
め
、
他
の

国
か
ら
習
い
た
い
と
言
っ
て
い
た
。
こ
の
言
葉
に
、
私
は
自
分
の
疑

問
の
答
え
を
見
つ
け
た
。 

ま
た
、
あ
る
日
、
バ
ス
を
待
っ
て
い
た
時
、
中
国
人
観
光
客
が
並

ん
で
い
な
い
の
に
気
付
い
た
。
日
本
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
母

さ
ん
は
そ
れ
は
文
化
の
違
い
か
も
し
れ
な
い
と
言
っ
て
い
た
が
、
私

は
と
て
も
恥
ず
か
し
か
っ
た
。
私
は
そ
の
観
光
客
に
は
謙
虚
さ
が
な

く
、
中
国
の
文
化
を
肯
定
し
、
そ
の
ま
ま
そ
れ
に
従
っ
て
い
た
の
で
、

自
分
の
悪
い
点
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
、
み
ん

な
が
謙
虚
さ
を
大
切
に
す
れ
ば
、
自
分
の
欠
点
を
見
つ
め
る
こ
と
で

き
、
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と
思
う
。 
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日
本
の
風
景
と
私
の
歌 
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高
校
三
年
の
時
、
二
か
月
ぐ
ら
い
札
幌
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て

い
た
が
、
毎
日
、
走
る
の
が
好
き
だ
っ
た
。
走
り
な
が
ら
、
ど
ん
ど

ん
変
わ
る
景
色
を
楽
し
ん
で
い
た
。 

 

あ
る
日
、
コ
ン
ビ
ニ
の
角
を
曲
が
る
と
、
道
の
隣
に
、
私
よ
り
背

が
高
い
草
が
生
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
道
を
ま
っ
す
ぐ
行
っ
た

所
に
森
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
古
く
て
大
き
い
建
物
が
た
っ
て
い
た
。

車
の
音
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
、
蝉
の
声
が
と
て
も
大
き
か
っ
た
が
、

静
か
だ
っ
た 

。
そ
れ
は
に
ぎ
や
か
な
札
幌
の
中
に
隠
れ
て
い
る
秘
密

の
場
所
だ
っ
た
。 

 

ま
た
、
あ
る
日
、
駅
の
近
く
の
商
店
街
の
中
を
走
っ
て
い
た
ら
、 

周

り
の
店
が
林
に
変
わ
っ
て
、
急
な
上
り
道
に
な
っ
た
。
私
は
疲
れ
て

い
た
が
、
一
生
懸
命
走
り
続
け
た
。
丘
の
上
に
は
、
誰
も
い
な
い
古

い
製
糸
工
場
が
た
っ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
見
え
る
札
幌
の
町
は
新
し

く
て
に
ぎ
や
か 

な
感
じ
だ
っ
た
が
、
丘
の
上
に
は
札
幌
の
歴
史
と
森

の
風
景
が
残
っ
て
い
た
。 

 

日
本
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
帰
っ
た
後
、
走
る
の
が
大
好
き
な
私

は
、
も
ち
ろ
ん
走
っ
た
。
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
を
走
り
な
が
ら
、
前

を
横
切
っ
て
く
る
小
学
生
を
待
っ
た
り
、
散
歩
し
て
い
る
カ
ッ
プ
ル

の
後
ろ
で
走
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ど
う
し
て
も
私
の
頭
が

静
か
に
な
ら
な
か
っ
た
。
色
々
な
人
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
池
の
隣
の
道
を
走
り
な
が
ら
、
木
の
上
に
い
る
鳥
が
見
え

た
。
鳥
は
鳴
い
て
い
な
か
っ
た
の
に
、
静
か
で
は
な
か
っ
た
。
タ
ク

シ
ー
の
音
が
聞
こ
え
た
。
日
本
で
走
っ
た
時
と
ず
い
ぶ
ん
違
う
な
と

思
っ
た
。
木
や
動
物
た
ち
の
中
に
い
る
の
に
、
い
つ
も
町
の
音
が
聞

こ
え
て
、
高
い
建
物
の
陰
に
い
る
と
思
っ
た
。 

 

 

そ
の
時
、
日
本
の
風
景
が
恋
し
く
な
っ
た
。
日
本
で
走
っ
て
い
る

時
は
、
自
分
だ
け
の
時
間
だ
っ
た
。
他
の
人
の
後
ろ
で
待
っ
た
り
、

車
の
音
を
聞
か
な
く
て
も
よ
か
っ
た
。 

色
々
変
わ
る
景
色
を
見
て
、

自
然
の
音
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
自
分
の
悩
み
が
小
さ
く
見
え
て

き
た
。
何
も
考
え
な
い
で
走
れ
る
の
で
、
私
の
体
の
音
が
ど
ん
ど
ん

大
き
く
な
っ
た
。
聞
こ
え
る
の
が
私
の
足
音
や
息
だ
け
に
な
っ
て
、

そ
れ
が
自
分
の
音
楽
に
な
っ
た
。
ま
た
日
本
に
帰
っ
て
、
自
分
だ
け

の
歌
を
聞
き
な
が
ら
、
日
本
の
景
色
の
中
を
走
り
た
い
。 
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私
は
ハ
ワ
イ
生
ま
れ
の
ハ
ワ
イ
育
ち
で
、
子
供
の
時
か
ら
い
つ
も

ご
飯
を
食
べ
て
い
た
。
日
系
人
が
多
い
た
め
か
、
ハ
ワ
イ
中
の
人
は

よ
く
ご
飯
を
食
べ
る
。
だ
か
ら
、
ご
飯
と
炊
飯
器
は
私
の
生
活
に
い

つ
も
あ
る
物
だ
っ
た
。 

 

小
さ
い
頃
か
ら
、
親
戚
の
集
ま
り
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
料
理
を
持

ち
寄
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
色
々
な
料
理
が
並

び
、
み
ん
な
好
き
な
料
理
を
好
き
な
だ
け
、
自
由
に
取
っ
て
食
べ
る
。

で
も
、
誰
も
が
必
ず
食
べ
る
物
、
そ
れ
が
ご
飯
だ
っ
た
。
ご
飯
だ
け

は
、
皆
同
じ
炊
飯
器
か
ら
取
っ
て
食
べ
る
。
だ
か
ら
、
い
つ
も
炊
飯

器
は
全
て
の
料
理
の
真
ん
中
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
当
た

り
前
の
事
で
あ
り
、
絶
対
に
変
わ
ら
な
い
事
だ
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
大
学
に
入
学
し
て
食
堂
に
行
っ
て
み
る
と
、
炊
飯
器

が
な
か
っ
た
。
時
々
ご
飯
が
出
た
が
、
日
本
の
ご
飯
で
な
く
が
っ
か

り
し
た
。
私
は
子
供
の
頃
か
ら
、
世
界
中
の
人
は
皆
炊
飯
器
で
ご
飯

を
炊
い
て
食
べ
て
い
る
と
信
じ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
間
違
い
だ
っ
た
。

炊
飯
器
の
こ
と
、
美
味
し
い
ご
飯
の
こ
と
を
、
誰
か
と
話
し
た
か
っ

た
。
だ
が
、
私
の
大
学
に
は
日
系
人
は
あ
ま
り
い
な
い
。
大
切
な
物

は
、
な
く
な
っ
て
初
め
て
そ
の
大
切
さ
に
気
づ
く
。
私
は
寂
し
く
な

っ
た
。 

 

そ
ん
な
時
に
、
「
同
じ
釜
の
飯
を
食
う
」
と
い
う
言
葉
に
出
会
っ

た
。
こ
の
言
葉
は
、
日
系
人
の
私
に
と
っ
て
、
な
ぜ
、
炊
飯
器
が
そ

れ
ほ
ど
大
切
な
の
か
に
気
付
か
せ
て
く
れ
た
。
私
の
祖
先
は
日
本
か

ら
ハ
ワ
イ
に
来
て
、
日
系
人
の
家
族
を
育
て
た
が
、
日
本
の
文
化
を

ず
っ
と
大
切
に
し
た
。
そ
の
中
心
に
あ
っ
た
の
が
、
お
釜
だ
っ
た
と

思
う
。
祖
先
も
、
一
つ
の
お
釜
で
炊
い
た
ご
飯
を
家
族
で
分
け
て
か

ら
、
家
族
皆
の
顔
を
見
、
そ
し
て
「
頂
き
ま
す
」
と
言
っ
て
一
緒
に

食
べ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
食
べ
物
と
ご
飯
に
感
謝
す
る
と
い
う

こ
と
だ
け
で
な
く
、
食
事
の
度
に
、
家
族
の
絆
を
確
認
す
る
こ
と
だ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
か
げ
で
、
今
も
私
た
ち
は
、
家
族

の
絆
は
強
い
し
、
日
本
か
ら
の
遺
産
を
絶
対
に
忘
れ
な
い
。
お
釜
は

も
う
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
炊
飯
器
は
、
今
も
、
絆
の
強
い
家
族
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
っ
て
い
る
。
炊
飯
器
が
伝
え
る
大
切
な
日
本
。

そ
れ
が
私
の
好
き
な
日
本
。 
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子
供
の
時
か
ら
、
い
つ
も
綺
麗
な
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
朝
焼
け
の
富
士
だ
。
青
い
山
肌
と
、
頂
上
の
白
く
て

柔
ら
か
そ
う
な
雪
。
薄
紅
の
空
に
、
丸
く
赤
い
太
陽
と
立
つ
富
士
だ
。

国
で
も
、
よ
く
富
士
山
が
描
か
れ
た
絵
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見

て
い
た
。
日
本
へ
行
く
機
会
は
な
か
っ
た
が
、
日
本
は
富
士
山
だ
と

思
っ
て
い
た
。
大
学
入
学
後
、
日
本
美
術
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、
日
本
語
の
勉
強
を
始
め
、
そ
し
て
、
日
本
へ
の
留
学
を
決
め
た

が
、
そ
の
間
中
、
い
つ
も
頭
の
中
に
朝
焼
け
の
富
士
山
を
思
い
浮
か

べ
て
い
た
。 

去
年
の
春
、
東
京
で
の
新
生
活
が
始
ま
っ
た
。
日
本
語
の
勉
強
も

面
白
か
っ
た
し
、
美
味
し
い
料
理
と
面
白
い
お
店
が
気
に
入
っ
て
、

楽
し
く
て
ワ
ク
ワ
ク
す
る
毎
日
だ
っ
た
。
だ
が
、
段
々
忙
し
く
な
り
、

時
々
大
変
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
時
は
、
一
人
で
大
学
の
三
階

の
日
本
語
教
室
へ
行
っ
た
。
そ
こ
は
晴
れ
の
日
に
富
士
山
の
遠
景
が

見
ら
れ
る
の
だ
。
富
士
山
が
見
ら
れ
れ
ば
、
気
持
ち
が
落
ち
着
い
た
。

富
士
山
は
遠
い
所
で
、
私
の
東
京
の
経
験
を
見
て
い
て
く
れ
た
。 

帰
国
直
前
の
七
月
、
ア
メ
リ
カ
人
と
日
本
人
の
友
達
を
集
め
て
、

徹
夜
で
富
士
山
に
登
る
こ
と
に
な
っ
た
。
登
り
初
め
は
よ
か
っ
た
が
、

す
ぐ
に
寒
さ
と
疲
れ
を
感
じ
始
め
た
。
で
も
、
一
生
に
一
度
の
経
験

だ
と
思
い
、
一
歩
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
懐
中
電
灯
の
弱
い
光
を
頼

り
に
、
足
を
動
か
し
て
い
る
と
、
日
本
で
の
様
々
な
シ
ー
ン
が
目
に

浮
か
ん
だ
。
日
本
に
来
て
大
変
だ
っ
た
こ
と
、
頑
張
っ
た
こ
と
、
楽

し
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
次
々
胸
に
浮
か
ん
で
き
た
。
そ
し
て
、
子

供
の
頃
か
ら
憧
れ
続
け
た
富
士
を
、
今
、
杖
を
使
っ
て
そ
の
土
を
触

り
な
が
ら
、
本
当
に
登
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
、
自
分
と
日
本
の
縁

を
考
え
た
。 

 

私
た
ち
は
八
時
間
か
け
て
頂
上
に
着
き
、
日
の
出
を
待
っ
た
。
や

が
て
太
陽
は
世
界
を
不
思
議
な
色
に
輝
か
せ
た
。
そ
の
時
、
私
は
思

っ
た
。
富
士
に
呼
ば
れ
て
日
本
に
来
た
の
だ
と
。
富
士
に
導
か
れ
て
、

日
本
美
術
の
勉
強
を
始
め
、
こ
こ
ま
で
来
た
の
だ
と
。
子
供
の
頃
の

憧
れ
か
ら
始
ま
っ
た
日
本
へ
の
旅
は
、
二
十
歳
で
、
実
際
に
富
士
山

に
触
れ
た
こ
と
で
完
成
し
た
の
だ
。
私
に
と
っ
て
、
富
士
山
ほ
ど
綺

麗
な
山
は
な
い
。
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初
め
て
行
っ
た
日
本
へ
の
旅
を
私
は
忘
れ
な
い
。
わ
く
わ
く
し
て

も
う
飛
行
機
の
中
か
ら
浮
か
れ
て
い
た
私
を
迎
え
た
の
は
「
よ
う
こ

そ
」
と
書
か
れ
た
電
光
掲
示
板
だ
っ
た
。
そ
の
時
は
日
本
語
が
全
然

分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
私
に
と
っ
て
出
来
る
こ
と
は
周
り
を
丁
寧
に

見
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
私
が
そ
の
旅
で
知
っ
た
の
は
人
々
が

一
緒
に
暮
ら
す
た
め
に
何
が
大
切
か
だ
っ
た
。 

荷
物
を
受
け
取
っ
た
後
で
電
車
の
乗
り
場
に
着
き
、
私
は
ふ
と
立

ち
止
ま
っ
た
。
電
車
が
ま
だ
入
る
前
だ
っ
た
が
、
人
々
は
順
番
に
綺

麗
に
並
ん
で
い
た
。
驚
き
は
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
電
車
の
中
に
も
あ

っ
た
。
乗
客
は
大
抵
静
か
に
何
か
読
ん
で
い
た
。
ど
の
お
じ
さ
ん
も

新
聞
は
折
り
た
た
ん
で
読
ん
で
い
た
。
日
本
人
は
人
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
み
ん
な
は
っ
き
り
と
口
に
出
し
で
言
わ
な

く
て
も
、
他
人
を
大
切
に
す
る
心
が
見
え
た
。
そ
し
て
、
日
本
に
滞

在
す
る
時
間
が
長
く
な
れ
ば
な
る
だ
け
「
心
遣
い
」
が
ど
れ
ほ
ど
日

常
に
浸
透
し
て
い
る
の
か
を
悟
っ
た
。
例
え
ば
、
バ
ス
や
電
車
が
発

車
す
る
時
、
い
つ
も
案
内
が
流
れ
る
。
バ
ス
は
乗
客
全
員
が
乗
っ
て

席
に
つ
く
ま
で
発
車
を
待
つ
。
交
差
点
で
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
な

ど
だ
。
そ
ん
な
一
つ
一
つ
が
集
ま
っ
て
多
く
の
人
が
気
持
ち
良
く
暮

ら
す
日
本
の
社
会
が
出
来
て
い
た
。 

ま
た
日
本
人
の
心
遣
い
を
痛
感
し
た
の
は
、
５
年
前
の
東
北
大
震

災
の
時
だ
。
と
て
も
悲
劇
的
で
残
酷
だ
っ
た
の
で
信
じ
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
そ
ん
な
大
変
な
時
で
も
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
人
々
は
お
互
い
を

守
る
た
め
に
結
束
し
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
悲
し
み

を
押
え
つ
け
な
が
ら
他
の
国
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
秩
序
が
あ

っ
た
。
被
災
者
の
人
々
は
、
む
し
ろ
お
年
寄
り
に
は
気
配
り
を
し
な

が
ら
長
い
列
に
静
か
に
並
ん
で
い
た
。 

日
本
で
は
、
人
々
が
自
分
の
こ
と
よ
り
他
人
と
社
会
の
た
め
に
何

か
を
し
て
い
る
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
世
の
中
は
進
歩
し
て
便
利
に

な
っ
て
い
る
が
、
結
局
は
人
間
が
共
に
住
ん
で
い
る
社
会
な
の
で
、

一
番
大
切
な
の
は
他
人
を
思
い
や
る
こ
と
だ
と
私
は
信
じ
て
疑
わ
な

い
。
相
手
を
重
ん
じ
な
が
ら
心
配
り
を
し
、
礼
儀
を
持
っ
て
生
き
て

い
け
ば
、
も
っ
と
暖
か
く
希
望
に
満
ち
た
世
の
中
に
な
る
と
思
う
。 

 



   

在
ボ
ス
ト
ン
日
本
国
総
領
事
館
主
催 

第
七
回
日
本
語
コ
ン
テ
ス
ト
の
お
知
ら
せ 

 

次
回
日
本
語
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
今
年
度
同
様
に
、
ス
ピ
ー

チ
部
門
、
エ
ッ
セ
イ
部
門
に
分
け
て
行
う
予
定
で
す
。
詳

し
く
は
追
っ
て
在
ボ
ス
ト
ン
日
本
国
総
領
事
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

       

 

日
に
ち: 

二
〇
一
七
年
四
月
ご
ろ 

 

場
所:

 

グ
レ
ー
タ
ー
ボ
ス
ト
ン
地
域 

 

部
門:

 

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト 

 
 

 
 

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト 

 

対
象:

 

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
大
学
に
在
籍
し
て
い

る
大
学
生
（
大
学
院
生
も
含
む
） 

 

お
問
い
合
せ
先:

 
 

 

在
ボ
ス
ト
ン
日
本
国
総
領
事
館  

大
津
賀 

 
  

 
i
n
focu

l
@
b
z.
mof

a
.go.jp 


